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補　　　　　足

１．Microsoft Windows における多言語対応状況

（1）多言語サポートについて

　WindowsXP Professional は標準状態で 135 ロケールにて文書を表示、入力、編集、及び出

力することができる。これには、ユーザー又は管理者、地域の設定、フォント、キーボード

レイアウト、並べ替え（ソート）順、通貨フォーマットなどの設定が含まれる。ただし、メ

ニューやファイル名などのユーザーインターフェース、ヘルプファイルの内容などは、元の

言語バージョンで表示される。

（2）Multilingual User Interface Pack（MUI）による多言語対応機能の拡張

　MUIを英語版WindowsXP Professional へ追加インストールすることにより、［スタート］

メニューや［プログラム］メニュー、警告ボックスやダイアログボックス、ヘルプとサポー

トセンターなど、オペレーティングシステムの大半のユーザーインターフェースが、ユー

ザーの選択した言語で表示することが可能になる。ただし、MUI は企業ユーザー向けボ

リュームライセンスプログラムを通じてのみ提供されており、個人単位での購入は原則とし

てできない。

（3）Microsoft Office 2003 での多言語対応

　上記は、オペレーティングシステム（OS）のみの対応状況であり、同時に OS 上で動作す

るアプリケーションの多言語対応状況も考慮する必要がある。ここでは、例として、

Microsoft Office 2003を取り上げる。Office 2003についても、標準で135以上のロケールに

対応しており、それぞれの言語について、表示、編集は可能であるが、スペルチェックやオー

トコレクトなどの追加機能はすべての言語に対応していない。「Office 2003 Editions with MUI

Pack」の導入により、メニューやヘルプファイル、追加機能まで含めた多言語対応が可能と

なる。

WIndowsXP

英語版

各国語ローカライズ版

（日本語版など）

英語版＋MUI

言語版

英　語

24公認言語版

33言語に対応

表示と入力／編集
に対応する言語

135ロケール

135ロケール

135ロケール

ユーザーインターフェース、
ヘルプファイルの内容

英　語

ローカライズ対象の各国語で
表示。ただしユーザーごとに
表示言語切り替え不可。

各国語で表示。ユーザーごと
に対応言語の範囲内で切り替
え可能。
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（4）調査対象となったグルジア、アゼルバイジャンでの状況

　今回調査したグルジアとアゼルバイジャンについては、いずれもWindows XPが標準でサ

ポートするロケールである。しかし、各国語ローカライズ版、及びMUIサポートはない。し

たがって、主として英語（ロシア語）版 WindowsXP 上でグルジア語、アゼルバイジャン語

を使用することになるため、メニューやヘルプは英語（ロシア語）表記となる。入力に必須

となるキーボードについては、アゼルバイジャン語キーボードの存在は確認できたが、グル

ジア語版キーボードについては、今回の調査では確認できていない。

（5）参考 URL

・WindowsXP の多言語機能

　http://www.microsoft.com/japan/technet/prodtechnol/winxppro/plan/multilingual.mspx

・Microsoft Office 2003 の多言語対応状況

　http://www.microsoft.com/japan/office/editions/prodinfo/language/default.mspx

（6）多言語対応の拡張

　2004 年３月 16 日、Microsoft 社は、Local Language Program（LLP）を通して、各国政府

にWindowsXP や Office 2003 の自国語版を開発するための、Language Interface Pack（LIP：

言語インターフェースパック）を無償で提供することを発表した。また、同社はLLPを推進

するプロジェクトとして、Community Glossary Project（コミュニティー用語プロジェクト）

を開始した。これはWindows XPやOffice 2003で使われている用語を翻訳する作業で、LLP

に参加する政府組織や言語コミュニティーを中心に運営される。運営組織が任命したリー

ダーが翻訳作業のスケジュールを決定し、翻訳作業を管理しながら、翻訳語の用語集が作ら

れる。最後に Microsoft 社がプログラム化し、テストを繰り返して LIP は完成する。全プロ

セスにおよそ３か月が費やされるという。

　2004 年 11月 17日、Microsoft は UNESCO と同社製アプリケーションの言語対応強化を目

的とした契約を締結した。同契約の下でUNESCOは、Microsoft 社のLLPを支援するコンサ

ルティングを行う。
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に対応する言語

135ロケール
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ローカライズ対象の各国語で
表示。ただしユーザーごとに
表示言語切り替え不可。

各国語で表示。ユーザーごと
に対応言語の範囲内で切り替
え可能。
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（7）参考リンク

・Microsoft 社 WindowsXP と Office 2003 における LIP

　http://www.microsoft.com/Resources/Government/LocalLanguage.aspx

・UNESCO と Microsoft 社の契約に関するプレスリリース

　http://www.microsoft.com/emea/presscentre/PressRelease.aspx?file=MSUNESCOPREMEA.xml

２．Internet eXchange （IX） Pointについて

（1）IX の役割

　IXとは、複数のインターネットサービスプロバイダーや学術ネットワークを相互に接続す

るインターネット上の相互接続ポイントであり、高速道路で言うジャンクションに相当する。

　日本においては、基幹回線は東京、大阪の IX（NSPIXP）に集結し、相互接続されている

ことが多い。そこでは、全国のネットワークからのトラフィックが集中していることによる

高負荷を招き、各ネットワーク間の往復に要する時間や、情報損失（パケットロス）の増大

という危険性が増大することになる。

　また、NSPIXP における災害や障害の発生が、地域のインターネット利用の停止につなが

る可能性がある。更には、地域内で完結すべき情報が、不必要に NSPIXP を経由することに

より、必然的に通信経路が長くなり、データの盗聴・改ざん等の可能性を高める危険がある。

（2）地域 IX の役割

　本来、地域の情報は東京・大阪経由ではなく、地域内で円滑に交換し合うべきものであ

り、地域情報の流通の迅速化、効率化のためには、地域におけるインターネット網の整備が

必要になる。地域内でのトラフィック増加に対応するには、地域内のプロバイダー間で相互

に（メッシュ状に）接続していくよりも、IX により点で接続したほうが効率的である。

　地域 IX には、地域内通信（地域内に始点・終点をもつ通信）の高速化や効率化、及び、

冗長な経路をなくすことによる安全な通信経路の確保等の役割が期待される。また、地域の

情報通信基盤という位置づけから、地域内の情報流通及びコミュニケーションの円滑化によ

る地域情報化の促進及び地域活性化が期待できる。

　更には、その役割から地域内の Network Operation Center（NOC）としての機能と地域情

報化支援センター的な機能が期待されることになる。

（3）地域 IX の効果

①　教育部門

　IXによるデータ送受信能力の向上により、インターネットの画像・映像を利用した教育

や、学校間の遠隔共同学習や情報交流がより快適に行えるようになる。異なるプロバイ

ダー経由でインターネットを利用している学校間の情報交流に効果があると思われる。

②　行政部門

　地域住民に対する行政情報の円滑な提供や、今後、特に福祉・医療分野で利用が進むと

思われる画像データの送受信が円滑化されることが期待される。また、インターネットの

地域内利用におけるセキュリティが向上することにより、E-government推進など、住民と

の情報交流や関連機関との連携促進が期待できる。
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